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項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

１ 資料１ 

 第９回ＷＧ 
 の意見等 
 報告について 
 
  

 項番２：通関士審査 
 業務の新設について 

 （委員意見）（関係団体）（海上 通関WG委員） 
  「審査と申告の分離」は通関士にとって労働環境の改善につながるため次期ＮＡＣＣＳ 
  で是非実施して頂きたい。また、申告後の訂正の「ＣＣＡ」については、イレギュラーで 
  あることと法改正の必要も出てくる可能性もありペンディングとさせて頂きたい。  

提案どおり進めさせていただきます。 

 項番３：１ＭＡＷＢ 
 あたりのＨＡＷＢ件数 
 の拡大（輸出・輸入） 
 について 

 (委員意見）（航空 通関WG委員） 
  １ＭＡＷＢ当たりのＨＡＷＢ件数について、6,000件程度で十分である。 
  （現在Documentとして処理している件数を合わせても、4,000件未満を推移しているので、 
 ＢｔｏＣ貨物の増加があったとしても6,000件程度で問題ないと考える） 資料７「１ＭＡＷＢあたりのＨＡＷ

Ｂ件数の拡大」のとおり進めさせて
いただきます。 

 (委員意見）（航空 通関・物流等WG委員） 
  当初5,000件への拡張予定のところ、ＷＧにて１万件への拡張を新たに要望した。 
   この要望以外の懸念は特になし。 

２ 資料２  利用者ＩＤ体系の見直しについて＜２＞  (委員意見）（航空 通関・物流等WG委員） 
  提案どおりで特段懸念なし。 提案どおり進めさせていただきます。 

３ 資料３  ＷｅｂＮＡＣＣＳ対象業務の変更に 
 ついて 

 (委員意見）（航空 通関・物流等WG委員） 
  提案どおりで特段懸念なし。 

提案どおり進めさせていただきます。 

 （意見） （関係団体）  
  ＩＩＤ等の照会業務のタブレット端末対応の充実を図ってほしい。 

  (委員意見）（航空 通関WG委員） 
  ＷＧにおいて、官での運用については税関での運用は考えていないとあったが、一番通関 
 に関連する税関での運用が望めないのであれば、開発費をかける重要な要素ポイントがずれ 
   るように思われる。税関検査時等の対応に利用出来る様な仕様を再度検討願いたい。現在、 
 通関関連で追加機能として出されている照会関連の機能（最終ページ参照）だけの追加であ 
 れば、拡張する意味があるのか疑問である。 

ご要望につきましては、関税局・税
関にお伝えいたします。 
 

１．第10回WGにおける意見等報告（航空）－① 



2 

項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

４ 資料４ 
 事項登録業務・確認業務 
 の追加について＜２＞ 
 

 (委員意見）（航空 通関・物流等WG委員） 
  任意であり、既存の業務フローが残るとのことなので、提案どおりで特段懸念なし。       提案どおり進めさせていただきます。 

 (意見） 
  輸出入マニフェストに係る事項登録業務について利用する予定はない（複数社）。 

輸出入マニフェスト通関申告に係る事項登録業
務につきましては、資料６「事項登録・確認業
務の追加＜３＞」にて説明します。 

 (委員意見）（航空 通関WG委員） 
  現行機能への追加となるので、現行業務上自社システムの開発などが必要ないような構成 
 になるよう希望する。 

事項登録業務は任意であり、利用しない場合は、
既存の業務フローで申告可能です。 
また、事項登録業務を利用せず、既存業務のみ
で申告を行う場合は、自社システムへの影響は
ありません。 

５ 資料５ 
 海上システムにおける 
 航空貨物取扱の廃止に 
 ついて 

 （委員意見）（航空 通関・物流等WG委員） 
  提案どおりで特段懸念なし。 提案どおり進めさせていただきます。 

 （意見）（関係団体） 
  航空 ⇒ 海上は対応しないとなっているが、現状、航空からの見本貨物到着後、保税での 
 海上登録業務、以降の海上業務の運用が存在する。物量が少ないとからと報告されているが、 
 手続き等での繁雑化解消の為、システム化対応を希望する。 

ご要望の内容が、航空貨物として到着後、海上
システムで輸入する場合であれば、ＷＧでもご
提案したとおり、航空システムで処理すること
となります。 

６ 資料６ 

 現行プログラム変更要望の 
 次期対応について 
 
   項番   ：29 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：事務所個別 
 業務コード： ＡＭＡ 
 検討要否 ： ○ 

 （要望内容） 
   オンラインリアルタイム口座を使用した修正申告の場合にも､通常の輸入申告の場合と 
  同様に、記事欄の内容を管理資料情報（ＣＢＦ７６２０口座使用明細データ（営業所別実績）） 
  の「ＡＷＢ番号／社内整理用番号｣欄に出力してほしい｡ 
 
 （検討状況） 
   検討する（*単純に記事欄を出力するという要望であれば） 
 
 （意見）（関係団体） 
   リアルタイム口座を使用した修正申告でも記事欄情報を管理資料に出力する事は実現して 
  頂きたい。 

検討いたします。 

１．第10回WGにおける意見等報告（航空）－② 
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項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

7 資料６ 

 項番   ：69 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：事務所個別 
 業務コード： ＩＤＡ,ＪＴＢ 
 検討要否 ： × 

 （要望内容） 
   輸入申告事項登録（ＩＤＡ）業務で、輸入承認証欄に｢Ｉ：輸入承認証（有為替､または無為替及び有為替 
  両方がある場合）｣が入力された場合、輸入承認証等欄に｢ＩＬＮＯ｣又は｢ＩＬＮＪ｣（ＪＥＴＲＡＳを利用する 
  場合のコード）が必須入力となっているので､当該項目を入力し忘れた場合､エラーを出力してほしい｡ 
 
 （検討状況） 
   仕様確認後検討可否決定。→ 変更要望内容の通り、「Ｉ」、「Ｆ」が入力された場合の「ＩＬＮＯ」 
  または「ＩＬＮＪ」の必須チェックはない。 
 
 （意見）（関係団体） 
   誤謬申告の防止に役立つとものとして、要否：Ｘではなく、再検討をして欲しい。 

輸入承認証等欄の欄数に上限
があり全てのコードが入力さ
れるとは限らないため、輸入
承認証欄とのチェックは行っ
ておりません。このためその
他の他法令についても相関
チェックは行っていません。
仮に他法令関係の項目の相関
チェックを全て実施した場合、
システム処理に多大な負荷が
掛る恐れがあります。 

8 資料６ 

 項番   ：88 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：日海貨 
 業務コード： ＭＯＡ 
 検討要否 ： × 

 （要望内容） 
  ＭＯＡ業務の履歴が参照出来ないので、整理番号を入力するとＭＯＡ関連業務の履歴が見れるようにしてほしい｡ 
 
 （第９回ＷＧ意見及び回答） 
  ・他港や他業者が輸出申告して撤回や取止めしていた場合、同車両のＭＯＴＡＳが不突合になり、輸出許可 
  できないが、撤回や取止めしていた事実は荷主に調べてもらわないとわからない。ＭＯＴＡＳ登録履歴がある 
  ことをＭＯＡを送信した際に、エラー表示されるようにできないか？ → システム的に対応は困難です。 
 
 （委員意見）（海上 通関・物流等WG委員） 
  「システム的に対応は困難」との回答であるが、どういう理由で困難なのか詳細の説明をお願いしたい。 
  例えば、ＭＯＡ業務で入力する「輸出整理番号」や「車両特定番号」をキーにして、輸出申告や輸出申告撤回、 
  輸出自動車情報取止が行われた履歴を照会出来るような業務を新規に作ることで、履歴を知ることが出来ると 
  考える。それが無理なら、せめて、一度登録されているＭＯＡを再度行おうとした際にエラーにして欲しい。 
  税関審査までに過去のＭＯＡ登録履歴の有無が分からない為、ＭＯＡの二重登録を税関から指摘されて初めて 
  知ることになり、時間がない中、ＭＳＸを取消して書類を税関窓口に提出しに行かねばならず、時間的に非常 
  にロスとなる。 

関係省庁の取締りの観点から
対応は困難です。 

9 資料６ 

 項番   ：91 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：日海貨 
 業務コード： ＭＯＡ 
 検討要否 ： × → ○ 

 （要望内容） 
   入力後､出力コードＳＭＯＡに番号が入らないため、出力したものにＭＯＴＡＳの番号が記載されたものが 
  出力されるようにしてほしい｡ 
 
 （第９回ＷＧ意見及び回答） 
   出力して紙面でチェックを基本としているため、ＭＯＡ画面を出力した場合、紙面にＭＯＴAＳ番号がある 
  とありがたい。→ ＭＯＡ実施後の送信画面またはＩＭＯ業務の照会結果画面を印刷してご利用ください。 
 
 （委員意見）（海上 通関・物流等WG委員） 
   ＭＯＡ業務後の処理結果電文を印刷しても、ＭＯＴＡＳ番号（輸出自動車情報登録番号）は出力されない。 
  また、現状ＭＯＴＡＳ番号が電文を印刷したペーパーに印字されないため、複数のＭＯＡ業務申請時に 
  ＭＯＴＡＳ番号を探すのに手間が掛っており、業務に支障が生じている。探すのに手間が掛っているＭＯＴＡＳ 
  番号を入力しなければできないＩＭＯ業務での照会では、そもそも解決できない。よって、この回答は業務の 
  実態を把握されておらず、不適切と言わざるを得ない。ＭＯＡ業務後の処理結果電文を印刷する際にＭＯＡ番号 
  を出力するようにするか、ＭＯＡ業務後に登録通知情報を出力するよう、改めて要望する。 

ＭＯＡ業務後の受信一覧の処
理結果電文を右クリックして
印刷すればＭＯＴＡＳ番号
（輸出自動車情報登録番号）
を印刷することができます。
しかしながらＭＯＡ業務で登
録した内容は印刷できません
ので、入力控を出力する方向
で検討いたします。 

１．第10回WGにおける意見等報告（航空）－③ 
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項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

10 資料６ 

 項番   ：108 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：海上WG委員 
 業務コード： ー 
 検討要否 ： × → ○ 

 （要望内容） 
   現行の少額申告ではＨＳ９桁入力ができるようになっているが、９桁入力しようとするとエラ－となる。 
  （４桁入力は可能） 「申告官署の自由化」により、他税関にも申告が可能になると、少額の場合がＨＳ入力が 
  必須になる。また「ＩＶＡ」が利用されるようになることを考えると、ＨＳ９桁を入力すれば（大額と同様に） 
  少額の品名欄にタリフの品名が表示されるようにして欲しい。 電子化になっても少額の品名入力だけが手入力 
  として残ることになり事務の簡素化を阻害する。 
  
 （検討状況） 
   検討しない。 
  少額申告の場合、当該欄は任意項目です。入力する場合は４桁まで入力可能な仕様となっています。 
  品名欄には正しい品名を入力する必要があります。 
 
 （委員意見）（関係団体）（海上 通関WG委員） 
   少額の場合は品名が必須入力となっている。品名の入力方法として現行のインボイス品名の手入力の他 
      ＨＳコード９桁を入力することでタリフの品名を自動払い出し（大額申告と同様）されるようにしていただきたい。 
 
 （理由） 
   インボイスをデータで受信する場合、大額申告は手入力部分が少ないが少額は全申告において品名を手入力しな 
  ければならない。また、「申告の自由化」に向けて遠隔地の税関に申告するにはＨＳコードの入力が必須になること 
  が想定されＨＳを入力して品名の手入力を省くことで少額の事項登録の電子化が実現する。 

ご意見を踏まえ検討いたし
ます。 

11 資料６ 

 項番   ：9 
 区分１  ：航空 
 区分   ：貨物 
 要望元  ：ＪＡＦＡ 
 業務コード： ＨＣＨ 
 検討要否 ： ○ 

 （要望内容） 
   一度で入力できる件数を最低でも20件に増やしてほしい｡ 
  
 （検討状況） 
   検討する。ＷＧにて要望内容詳細確認。 
 
 （委員意見）（航空 通関WG委員） 
     現在は10件となっているが、30件程度に上げることは可能か？ 

ご意見を踏まえ検討いたし
ます。 

12 資料６ 

   項番   ：11 
 区分１  ：航空 
 区分   ：貨物 
 要望元  ：ＪＡＦＡ 
 業務コード： ＨＤＦ 
 検討要否 ： × 

 （要望内容） 
   同じMAWBへ混載仕立ての変更処理を登録する場合､正常処理となるよう変更いただきたい｡ 
 
 （検討状況） 
   要望内容確認後検討可否決定。前回の更改時ＨＤＦ業務に複数の作業を一纏めにした為、この様に一部作業に 
  不便が生じたのではないか。現状ＪＡＦＡで強い改善要望はなく、更改当初の一時的な問題であった可能性が高い。 
  → 検討対象外としてよい。（ＪＡＦＡ） 
 
 （第９回ＷＧ意見及び回答） 
   現状当該ケースは存在し、実運用において支障が生じている。 
  第４次ＮＡＣＣＳにおいては処理可能だったので、再度検討いただきたい。 
   → システム負荷が大きいため対応が困難です。 
 
 （委員意見）（航空 通関・物流等WG委員） 
   ＨＤＦ業務の不具合「複数ＭＡＷＢからの仕立て変更がエラーとなる」の件については、混載可能件数 
  （現行3,000件）の問題の影響が大きいため、１万件への拡大に伴い解消すると思われる。 

資料７「１ＭＡＷＢあたり
のＨＡＷＢ件数の拡大」で
混載可能件数を9,999件に
拡大することをご提案予定
ですので、本件については
検討いたしません。 

１．第10回WGにおける意見等報告（航空）－④ 
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項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

13 資料６ 

   新規 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：大阪通関業会 
 業務コード：ー 
 検討要否 ： × 

 （委員要望） 
  「申告の自由化」に伴う申告部門の自動払い出しについて 
  ・特別通関部門がある官署などにおいては、執務時間外に申告する場合には通常の部門とは異なる部門が 
  設定されている。申告官署の自由化により遠隔地の税関に申告する場合には申告の都度部門を調べなければ 
  ならないことになるため自動的に申告部門を払い出す仕組みを構築して頂きたい。 

申告官署の自由化について具体的な
内容は不明です。要望については、
関税局・税関にお伝えいたします。 

14 資料６ 

   新規 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：日本貿易会 
 業務コード：ＩＤＡ 
 検討要否 ：① ○ 
       ② × 

 （現状） 
  ① 輸入入申告事項登録（ＩＤＡ）時、輸入者コードと輸入取引者コードが両方入力されている場合、 
      輸入取引者が優先され、輸入者には許可データが通知されない。 
      ※ さらに輸入者が自社通関した場合は、輸入取引者の方に許可データが来ないように見受けられる。 
  ② 輸入取引者コードが未入力の場合、輸入許可通知書上、輸入取引者コードがハイフン（－）表示となり 
  ＣＣＩＳ、ＮＡＣＣＳ共に許可データが輸入取引者に提供されない。 
 
 （要望） 
  ① 輸入申告事項登録（ＩＤＡ）にて項番13：輸入者コード、項番24：輸入取引者コードが両方入力されて 
  いる場合、輸入者、輸入取引者双方に許可データが流れるような仕様にしていただきたい。 
  ② 輸入者コード、輸入取引者コードへの入力を必須としていただきたい。 
  （申告種別がＨ（輸入（引取）申告）、Ｊ（輸入（引取・特例）申告）のみ必須）※ＪＡＳＴＰＲＯコード 
  や税関発給コード未取得の会社がＮＡＣＣＳを通して通関申告するケースではダミーコード=99999などを 
  ＩＤＡ業務で入力する。 

①検討します。 
②輸出入者コードを入力しなければ
輸入者を特定できませんので、輸入
許可情報を出力することはできませ
ん。99999では輸入者を特定できま
せん。 

15 資料６ 

   新規 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：日本貿易会 
 業務コード：ＩＤＣ 
 検討要否 ： × 

 （現状） 
   審査区分２:書類審査、審査区分３：検査となった場合、荷主側担当者が速やかに検知し対応を協議する 
  必要があるが（顧客への納期遅延の連絡が必要かどうかの判断等）、現状は通関業者にのみ輸入申告控え 
  が通知され、直接、荷主が知ることが出来ない仕組みとなっている。 
 
 （要望） 
   通関業者から速やかに連絡が来ないケースもあり、繊維・食料などの貨物では翌日必着など時間的 
  余裕がないため、審査区分２、３の場合は、審査区分決定のタイミングで申告者（通関業者）だけでなく、 
  荷主にも輸入申告の一部の情報を提供していただきたい。 
   ※ 申告No、申告日、審査区分、記事（荷主用）等を審査結果として、荷主に通知していただきたい。 

荷主側への申告情報の提供につきま
しては、反対意見もございますので
実施しないこととします。 

16 資料６ 

   新規 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：ＪＩＦＦＡ 
 業務コード：ＩＣＧ 
 検討要否 ： × 

 （要望） 
   ＩＣＧ業務での表示項目について、コンテナサイズおよびタイプをコンテナ番号と併記して出力できる 
  ように変更してもらいたい。 

コンテナサイズ及びコンテナタイプ
を確認する場合は、「コンテナ情報
照会（ＩＣＮ）」業務をご利用くだ
さい。 

17 資料６ 

   新規 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：日海貨 
 業務コード：ー 
 検討要否 ： ○ 

 （要望） 
   搬入時申告を行い搬入時にエラーとなった場合、エラー通知が処理結果通知のみであり該当の申告を 
  探すのに苦労するため、エラーがあったことが一目で分かるようにしていただきたい。 

自動起動での申告にエラーがあった
場合、エラーがあったことが直ちに
分かるような仕組みを検討いたしま
す。 

１．第10回WGにおける意見等報告（航空）－⑤ 
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18 資料６ 

   新規 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：日本貿易会 
 業務コード：ＩＤＡ 
 検討要否 ： × 

 （要望） 
  これまで要望していた「通関業者から荷主への諸掛の請求書を統一フォーマット化（ＮＡＣＣＳ経由での入手）」 
 については、「請求情報登録（ＡＣＴ）」業務及び「支払選択登録（ＰＡＳ）」業務の機能を準用すれば、比較的開 
 発規模を小さく出来ると考えられることから、改めて通関業者から荷主への諸掛請求データ並びに支払実績データの 
 ＥＤＩ化の検討を強く要望する。 

ＮＡＣＣＳ業務開発は、国際運
送貨物の流通により直接に関連
する業務を優先すべきであり、
ＮＡＣＣＳを利用する業者間の
経理処理に関する業務開発は、
現段階での優先順位は低く、検
討いたしません。 

１．第10回WGにおける意見等報告（航空）－⑥ 
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